
あいち産業科学技術総合センターニュース 2017 年 2 月号 

- 5 - 

 

ロボット開発におけるリスクアセスメントと安全検証について 
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研究テーマ：ロボット関連技術 

担当分野  ：ロボット分野 

 

 

 

１. はじめに 

昨今、人とロボットとの「共存」をテーマに

介護ロボットから産業用ロボットまで多種多様

なロボットの開発が行われています。これらの

人に対する安全性の確保は、製造者の責務とな

ります。そのためロボットの開発においては、

リスクアセスメント及び安全検証が大変重要で

す。 

２．リスクアセスメント 

リスクアセスメントとは、製品の企画・設計・

試作・製造から、流通、使用、廃棄までのライ

フサイクルにおけるリスク分析及びリスク評価

を含むプロセスのことです。特に企画・設計段

階の初期のリスクアセスメントは、きちんと使

用場面を想定して、網羅的にリスクを抽出する

こと、そしてより早い段階から行うことで、効

率的な製品開発が可能になります。図のフロー

チャートでは、「機械類の制限の決定（ロボット

の仕様から使用上、空間上、時間上の制限）」か

ら「リスクは許容可能か？」までが初期のリス

クアセスメントに該当します。リスクが許容可

能でなければ（No）、3 ステップで低減方策を

行い、このプロセスを繰り返します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．安全検証及び妥当性試験 

初期リスクアセスメントの次に安全の検証及

び妥当性を確認する試験を行います。 

例えば、移動型のロボットは、停止状態での

傾き（最大斜度の傾斜面に対して、静止したロ

ボットが転倒しないこと）、加重状態、あらゆる

不利な路面状況の中での走行、積載物搭載時の

走行に対する安定性試験や転落防止試験（段差

に向けて最大速度で走行させて停止又は回避す

ること）、衝突試験、押し潰し試験などを行わな

ければなりません。また、電磁ノイズによる障

害を確認するため、電磁両立性（EMC）の規格

（表）に準拠して試験する必要があります。こ

の試験では、ロボットから放射される電磁波が

周りの機器に悪影響を及ぼしていないか（EMI）、

他の機器が放射する電磁波によってロボットが

誤動作しないか（EMS）を評価します。 

製品製造の段階で EMC による不具合が見つ

かると、設計の見直しのような上流工程に戻る

ことになりますので、試作の段階から EMC 試

験を実施し、安全対策を考慮しながら開発して

いかなければなりません。 

 

試験方法 対象 規格 

EMI 
放射妨害波 筐体 CISPR11,12,13 

,14-1,15,22,32 伝導妨害波 電源線、通信線 

 

 

 

EMS 

静電気 筐体 IEC61000-4-2 

放射妨害 筐体 IEC61000-4-3 

バースト 電源線、通信線 IEC61000-4-4 

サージ 電源線、通信線 IEC61000-4-5 

伝導妨害 電源線、通信線 IEC61000-4-6 

電源周波数磁界 筐体 IEC61000-4-8 

Dip/短時間停電 筐体 IEC61000-4-11 

 

４．おわりに 

当センターでは、ロボットのリスクアセスメ

ントに関連する技術相談やEMC試験を行ってお

りますので、お気軽にご相談ください。 
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